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専門の概要 

 1859 年、日本の開港・開国とほぼ同じ時期に日本でプロテスタント宣教が始まりました。キリスト

者になった日本人は、その新しい宗教を隣国である朝鮮の人々にも伝えよとしました。一方で、朝鮮

でも近代文明と共にキリスト教伝道が始まっており、日本よりキリスト教が民衆の中で活発に受容

されました。両国は主にアメリカから影響を受けたキリスト教が芽生えたところには共通点がありま

す。しかし、社会状況と受容の階層、民族主義との関りによって、その発展の様子は違いました。日

本帝国は朝鮮半島を植民地化したので、両国のキリスト教の関係は国家権力、植民地化政策など

政治や社会問題と絡み合って複雑な様子で現れました。それを明らかにするために、わたしは主に

植民地朝鮮に在留していた日本のキリスト教を研究しました。その他、戦時下まで同志社大学と関

連するキリスト者の神学と活動について研究業績を残しました。最近の関心は、戦後の日本キリスト

教団の活動、内部葛藤であります。 
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